第3巻第19課

第19課
目標
	日本語学習目標

・好きなゲームなどをたずねたりして、相手と何をするか決めることができる。

・仲間にいれてほしいと頼むことができる。
・ゲームなどの遊び方について、他の人に教えてもらったり、教えてあげたりすることができる。
文化・人間関係目標
・自分から声をかけて、仲間に入れてもらったり、ほかの友だちを仲間に招き入れたりして、いっしょに遊ぶことができる。

・日本の漫画の特徴を知り、中国の漫画と比較することができる。また、日本の漫画の基礎を築いたとされる手塚治虫について知る。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・美佳の部屋で、みんなが遊び始める場面です。3コマ目のシーンに注目させて、金と朴が何をしているかを考えさせたり、普段自分はどんなことを、だれといっしょにやって遊んでいるか考えさせたりして、トピックを導入します。

　　問いかけ例　
· 金と朴は美佳の部屋で何をして遊んでいますか？

· あなたは、よくどんなことをして遊びますか。

· だれと遊びますか。　　　　

●補足説明

なし

学習活動（学习活动）
何で遊ぶ？
	活動のねらい

	・好きなゲームなどをたずねたりして、相手と何をするか決めることができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	いっしょにやらない？
―うん、やる。

―ごめん。やらない。
	羽根けり、すごろく、ユンノリ、けんだま、ビンゴ、シャガイ


●活動内容

・写真をみて、それぞれの遊びがどんな遊びか、どこの遊びかを考える。

・友達とどの遊びをやるか相談して決める。

●制作意図＆授業のヒント

・何をして遊ぶかを相談して決める場面をわかりやすく提示するために、いくつかの遊びの選択肢を紙面上に出しています。しかし、実際の授業では、その選択肢だけとは限らず、クラスの状況に応じて複数の遊びを用意するといいでしょう。そのとき、生徒が遊んだことがあるものだけでなく、やったことがない遊びや遊び方がわからない遊びを用意すると、生徒は興味を持ったり、遊び方を聞きたくなったりして、次のページの活動（遊び方を教える活動）が導入しやすくなるでしょう。

●補足説明

遊びの説明
　　　すごろく：日本の伝統的なボードゲームで、よくお正月にやります。さいころを振って、出た数にしたがって、升目にあるコマを進めます。先にゴールした人が勝ちます。（第3巻付録に「横浜旅すごろく」を掲載しています）
　　　ユンノリ：朝鮮半島に伝わる伝統的な遊びで、日本のすごろくに似ています。さいころではなく、4本の木の棒を投げて、棒の状態にあわせてコマを進めていき、先にゴールした人が勝ちます。よくお正月に遊びます。
　　　けんだま：日本の伝統的な遊び。剣玉は十字状の剣と玉（穴が開いている）が紐で結ばれています。剣で玉を刺したり、乗せたりして遊ぶ。
　　シャガイ：モンゴルの子供の遊び。羊のくるぶしの骨を使います。骨の4面を好みの動物にたとえ、競馬やおはじきのように遊びます。
遊ぼう！
	活動のねらい

	・仲間にいれてほしいと頼むことができる。

・自分から声をかけて、仲間に入れてもらったり、ほかの友だちを仲間に招き入れたりして、いっしょに遊ぶことができる。

・ゲームなどの遊び方について、他の人に教えてもらったり、教えてあげたりすることができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	入れて。

教えて。

―いいよ。

こうやって。

やってみて。

［李さん］の番だよ。
	


●活動内容

・1の①②③では、それぞれの場面で普段自分はどんな行動をとっているのか考えてみる。

・2では、1の場面で使う日本語を、表情に気をつけながら言ってみる。
・3では友達と実際に遊ぶ。附録の「横浜旅すごろく」で遊んでもいい。

●制作意図＆授業のヒント

・同じ輪に入らないかと誘い入れることや逆に自分から輪に入ろうとすること、やり方などでわからないところを教えてほしいと頼むことや逆にやり方を教えてあげること、これらは人間関係をつむぐ重要な場面です。そこで、この場面をとりあげ、このような場面で使う表現を学習表現としました。

・1と2では、普段自分はどんな行動をとっているのか、中国語でロールプレイをしてもらうのもいいでしょう。その中で、ことば以外に表情や動作などの非言語行動も伴っていることに気がつかせましょう

・3では、実際に遊ばせましょう。実際に遊びながら２で言ってみた表現を実際の場面に応じて使うようにしましょう。1①②③の場面が出てくるように、複数の遊びを用意しておくといいでしょう。
・附録の「横浜旅すごろく」は、学習活動で使える遊びの一つとして掲載しました。大連を出て、紗希やマイケルのいる横浜を訪ねる旅の過程がすごろくになっています。さいころを振って出た数に従って自分のコマを進め、コマの指示に従います。早くゴールに到着下人が勝ちです。すごろくで遊びながら、これまで習った日本語の表現を復習したり、横浜のことを知ったりすることができます。漫画でも美佳の出身として横浜が出てきます。横浜の初歩的な理解のための素材としても使うことができます（横浜については、P113でも紹介しています）。
●補足説明

・横浜旅すごろくの参考解答　※（　）は説明
・横浜の地図はP113にもあるので、合わせて参照することができます。

01：お茶、ぬいぐるみ　など

02：パスポート、かばん　など

04：省略

06：いってきます

09：すみません

10：4時（中国と日本の時差は1時間です）

13：（成田空港から成田エクスプレスで横浜駅に行くとき、途中で東京駅を通ります。）

15：はじめまして。～です。どうぞよろしく。

17：（さきさんの／マイケル君の）電話番号は？

19：（「みなとみらい21」は、横浜港付近の海に隣接した地域を、未来型都市を目指して計画的に開発が進められました。横浜駅から「みなとみらい21」まで、電車やバスでも行けますが、船でも行くことができます。「みなとみらい21」には公園や大型ショッピングセンター、ホテル、オフィス、国際会議場、遊園地などがあります。）

20：（大連港と横浜港は1990年に友好港になりました。「みなとみらい21」の「日本丸メモリアルパーク」には友好港提携5周年を記念して大連港から寄贈された天女散花像があります。）
21：（マイケルが連れて行ったのは「みなとみらい21」にある「マリノスタウン」というところです。ここは横浜市を本拠地にするプロサッカーチーム「横浜Fマリノス」の練習施設です。横浜には、ほかに「横浜FC」というプロサッカーチームもあります。）
22：うん、いいよ。／山下公園はちょっと……。（山下公園は、海に面した公園です。「みなとみらい21」や中華街に隣接しています。）
25：これ、日本語で何？（掲載している4枚の写真は、ごま団子、中華まん、シュウマイ、月餅（げっぺい）の写真です。）
26：どれが好き？／これ、好き？
28：ありがとうございます。おいしい！

28：おじゃまします。

29：いただきます！
日本語広場（日语广场）
○×クイズ
	目標

	・○×クイズをとおして、日本の文化や日本語、日中の関係などについて知る。


●制作意図＆授業のヒント

・大人数でもいっしょに遊べるゲームとして○×ゲームを紹介しました。紙面上には日本や日本語に関する問題を提示しましたが、もちろん、自分たちで問題を作って遊んでもいいでしょう。
●補足説明
参考解答
1．○

　2．×　（50音は50音図に載っている50の音のことです。昔は「いろは歌」をつかって文字の勉強をしていましたが、この「いろは歌」は47音しかありませんでした。その47音を５×10の枠にあてはめるとき、同じ音も2回以上使って50音図ができました。現在は、その図の中の古い文字や同じ音が消され、50音はありません。）　
　　　　　　参考（日本語）：http://www.ocochama.net/japanese4p.htm
　3．×（東京）

　4．○

　5．×（日本では9月第3月曜日（新暦）が敬老の日です。その日は祝日で、学校は休みです）

　6．×（北海道、本州、四国、九州のほか、約6,850の島から成り立っています）
　7．×（中国から日本に伝わりました。しかし、その後、中国の麺文化と異なる独特の食文化に進展しました。現在、中国で日本のラーメンはよく「日式ラーメン」などと呼ばれていることからもわかります。）

　8．○（大連市と舞鶴市は1982年に友好都市締結をしました。）

　9．○（中学校の国語では、現代文、日本の古典文だけでなく、漢文（中国の古典）も勉強します。内容は『論語』や詩などです。漢文を読むときは、漢字と仮名をまぜた日本独特の読み方で読みます。例えば、「少年易老学難成」は、「少年老い易く、学成り難し（しょうねんおいやすく、がくなりがたし）」と読みます。）

　10．×（小学校では1,006字の漢字を勉強します。）

　11．×（日中友好の象徴的建築は北大桥です。北大橋は、大連市と北九州市の姉妹都市締結5周年を記念して197年に作られました）

　12．×（英語だけでない。ポルトガル語やオランダ語やドイツ語やフランス語などが由来のものもある。）
コラム（专栏）

日本の漫画

	目標

	・日本の漫画の特徴を知り、中国の漫画と比較することができる。また、日本の漫画の基礎を築いたとされる手塚治虫について知る。


●制作意図
・日本の漫画はいまや世界中の人を魅了していますが、その日本の漫画の特徴であるストーリー漫画を生み出したのが手塚治虫です。手塚は「漫画の父」と呼ばれるほど、漫画の表現世界に新風を吹き込んだ人物です。『好朋友』はストーリー漫画を通して日本語を学ぶ教科書だからこそ、手塚を紹介するコラムを取り入れました。

　◇気付かせたいポイント

　　・日本の漫画の特徴

●授業のヒント
・普段、よく漫画を読むか、どんな漫画を読むか、漫画が好きな人にはなぜ漫画が好きなのかなどをふり返らせ、グループ内やクラス内でその意見を共有します。それから、コラムの文章を読んで、日本の漫画の特徴をまとめさせましょう。そのときに、中国の漫画と比較しながらまとめるよう指導するといいでしょう。

・中国の漫画は時代によって表現技法に変化が生じてきたかについて調べさせてもおもしろいでしょう。

・中国の有名な漫画家について紹介する文章を書かせてもいいでしょう。

●補足説明

・日本の漫画については、こちらのページも参考になります。

PDF＜http://www.tjf.or.jp/hidamari/pdf/33hidamari_konnichi_c.pdf＞

考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「在这种情况下应该怎么说呢？」は、それぞれの場面でどんな表現を使うか、口頭で、また書いて確認しましょう。

・「说说看！」は、イラストの人物の気持ちに即して言ってみましょう。解答例はCDで確認することができます。
●補足説明

・参考解答
邀请同学一起玩儿时　　いっしょにやらない？
―接受时　　　　　　　うん、やる！

―拒绝时　　　　　　　ごめん。やらない。

想加入伙伴们的游戏中时入れて。

―回答　　　　　　　　いいよ

想让同学教自己玩法时　教えて。

―回答　　　　　　　　いいよ。

做示范动作教同学玩法时こうやって。
让同学试着做一做时　　やってみて。
告诉同学轮到他时　　　李さんの番だよ。
说说看！

左上：いっしょに　やらない？／うん、やる！

右上：（真有意思啊！我也想玩儿！）入れて

左下：（我不会玩儿啊！）こうやって
右下：（哎？轮到王同学了！他还不知道呢！）王さんの番だよ。
